
５号Ｒ３年

インターネット上でお金を要求され、言われるがまま騙し取られてしまう架空請

求の詐欺被害が多発しています。

主な被害のパターンとしては、インターネットに接続し、安全性が疑わしいサイ

トや怪しいリンク先にアクセスしたところ、突如画面上に『ウィルスに感染 『至急』

連絡してください』という警告文と電話連絡先が表示され、そこへ電話をかけると

相手から「遠隔操作でウィルスを解除します 「そのためにはウェブマネーカード。」

の番号を教えていただく必要があります 「コンビニで●●円分のカードを購入し。」

てください 」等と指示され、購入したウェブマネーカードのコード番号を電話で伝。

えるよう要求されるものです。

こういったネット上での虚偽の警告につい

ては、無視をすることが一番の対処方法です

が、もし自力で解決できない状況になっても、

むやみに表示された番号に電話をかけるよう

なことはせず、警察や家族等周囲の者に相談

して対処するよう心掛けましょう。

ウイルス感染

今年に入ってから、柏市内における電話ｄｅ詐欺の被害件数は３０件確認されて

おり、被害額は４千７百万円以上にのぼります （令和３年４月末時点）。

警察では被害防止の取り組みとして、固定電話機について以下の対策を呼びかけています。

・在宅中も、常に留守番電話設定にして不審な電話には応じない。

・番号通知サービス（ナンバーディスプレイ）を活用する。

・警告・通話録音機能付きの電話機を活用する。

また、千葉県警察では『ちば安全・安心メール』という、警察が

認知した電話ｄｅ詐欺の予兆電話（アポ電）多発等の犯罪情報をリアル

タイムでお伝えできるメール配信サービスを取り扱っています。お住

まいの地域で発生したアポ電情報をいち早く入手し、素早い対策を

心掛けましょう。

登録手続きは右記ＱＲコード又は県警ホームページから

（URL https://www.police.pref.chiba.jp）


